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刀
勺
産
才
て
解
能
づ
Ｚ
ぼ
ば
垢
個
々
惇
揺
芝
社

（岡
山
市
北
区
春
山
町
、

理
事
長

・
古
矢
博
通
副
知

事
）
の
清
算
に
伴
い
、

県
が
５４
億
円
も
の
債
権
放
棄

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。

公
社
は
な

ぜ
経
営
不
振
に
陥

っ
た
の
か
、
巨
額
の
税
金
が
な
ぜ

失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

含
め
て
検
証
し
た
。

（近
藤
秀
孝
）

バ
ブ
ル
崩
壊

岡
山
県
住
宅
供
給
公
社
は

１
９
６
６

（
昭
和
狙
）
年
、

県
が
１
０
０
０
万
円
を
全
額

出
資
し
て
設
立
。

県
の
宅
地

業
務
は
そ
れ
ま
で
も
５３
年
設

立
の
県
住
宅
公
社

（現
県
開

発
公
社
）
が
手
掛
け
て
い
た

が
（
６５
年
の
地
方
住
宅
供
給

公
社
法
施
行
を
受
け
、

組
織

変
更
し
た
。

昭
和
４０
年
代
は
経
済
成
長

や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
な
ど
で
都

市
部
を
中
心
に
住
宅
事
情
が

ひ

っ
迫
。

公
的
機
関
が
大
規

模
な
集
合
住
宅
を
開
発
す
る

こ
と
で
、

県
民
の
切
実
な
住

宅

ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
狙

い
で
設
け
ら
れ
た
。

土
地
所

有
者
が
公
社
に
土
地
売
却
し

た
場
合
は
税
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ

っ
て
迅
速
な
住
宅
開
発
、

安

定
供
給
が
図
れ
、

民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
未
成
熟
な
時
代

背
景
の
中
で
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。

と
こ
ろ
が
、

石
肩
上
が
り
で

推
移
し
て
き
た
住
宅
市
場
は
９０

年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

で

一
転
。

民
間
の
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
攻
勢
も
あ

っ
て
需
要
は
急

速
に
冷
え
込
む
。

宅
地
が
売
れ

残
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

宅
地
売

買
に
よ

っ
て
利
益
を
上
げ
る
公

社
の
経
営
を
圧
迫
し
た
。

危
機
感
を
持

っ
た
県
は
２
０

０
２
年
に
有
識
者
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
組
織
。

提
言
を
受
け
、

公
社
は
０３
年
か
ら
団
地

の
新
規

開
発
を
ス
ト

ッ
プ
。

初
の
値
下

げ
に
踏
み
切
る
な
ど
販
売
促
進

に
力
を
注
い
だ
も
の
の
、

景
気

低
迷
も
あ

っ
て
好
転
し
な
か

っ

た
。こ

れ
ま
で
開
発
し
た
宅
地
は

３６
団
地
、

計
４
８
７
５
区
画
。

こ
の
う
ち
吉
情
高
原
都
市
前
期

と
後
期
Ａ

（吉
備
中
央
町
）
、

ぼ
ｄ
ク
じ
―
＞
ラ
ラ
ヌ
君

だ
ぽ

山
市
）
、

オ
リ
ー

ブ
団
地
牛
窓

（瀬
戸
内
市
）
、

し
ら
う
め
団

地
落
合

（真
庭
市
）
の
５
団
地

で
未
分
譲
区
画
を
抱
え
て
い
る

＝
表
参
照
。

最
大
は
吉
備
高
原
都
市
の
後

期
Ａ
。

同
都
市
は
県
中
部
の
丘

陵
地
に
福
祉
機
能
な
ど
を
集
積

さ
せ
る
こ
と
で
人
口
３
万
人
規

模

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

つ
く
る

構
想
で
、

県
が
取
り
組
ん
だ
。

８７
年
に
売
り
出
し
た
前
期
は
９

割
が
分
譲
さ
れ
て
い
る
が
、

９７

年
か
ら
の
後
期
Ａ
は
７
割
以
上

の
３
１
９
区
画
が
売
れ
残

っ
た

ま
ま
。

岡
山
グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス

郡
、

オ
リ
ー

ブ
団
地
年
窓
、

し

ら
う
め
団
地
落
合
も
９６
～
２
０

０
０
年
と
バ
ブ
ル
後
に
売
り
出

さ
れ
て
い
る
。

石
井
正
弘
知
事
は
３
日
、

開

会

中

の
１１
月
定

例

県
議
会

で

「
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
地
価

下
落
や
長
引
く
景
気
低
迷
で
分

譲
事
業
の
不
振
が
続
い
た
。

吉

備
高
原
都
市
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ

整
備
の
目
的
と
経
緯
が
あ
り
、

当
時
に
お
い
て
（販
売
不
振
を
）

予

測

す
る

こ
と
は

困
難

だ

っ

た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

ら
の
資
金
調
達
が
困
難
に
な

っ

た
こ
と
も
あ
り
、

資
金
は
県
に

依
存
。

県
の
貸
付
金
は
７５
億
円

（
０９
年
度
）
で
、

期
限
１
年
の

短
期
貸
し
付
け

（無
利
子
）
を

年

度

ご
と

に
繰
り

返
し

て

い

今
年
５
月
、

公
社
は
０８
年
度

末
で
３．
億
円
の
債
務
超
過
に
陥

っ
て
い
る
の
が
判
明
し
た
。

０４

年
度
か
ら
毎
年
度
、

１
億
数
千

万
円
の
単
年
度
赤
字
は
計
上
し

て
い
た
も
の
の
、

０７
年
度
決
算

で
は
債

務
超

過

で
は
な
か

っ

た
。理

由
は
会
計
基
準
の
変
更
。

そ
れ
ま
で
は
保
有
資
産

（未
分

譲
区
画
）
の
価
格
を
簿
価
評
価

し
て
い
た
が
、

全
国
で
公
社
破

た
ん
が
続
い
た
こ
と
か
ら
業
界

団
体
が
時
価
評
価

へ
の
変
更
を

各
公
社
に
要
請
し
た
。

こ
の
結
果
、

未
分
譲
の
５
団

地
の
評
価
額
は
軒
並
み
簿
価
の

４
割
減
と
な
り
、

巨
額

の
合
み

損
が
発
生
し
た
。

　
習
号
」
ま
で

評
価
が
低
い
と
は
思
わ
な
か

っ

た
」
と
公
社
担
当
者
。

公
社
は
経
営
不
振
で
民
間
か

翻囃一，離一！！！！，一！！！̈！一

鏡
輔

区  た
画 公

°

の 社
う の
ち 清｀

奎事
オ は
り    ｀

地
牛
窓
は
地
元
の
瀬

，こ
‘

約
１
億
１
千
万
円

う
め
団
地
落
合
は
真

約

１

億

９

千

万
円

一

し
、

売
却
益
で
未
払

ど
を
解
消
。

県
に
対
７

吉
備
高
原
都
市
２
団

山
グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス

３
団
地
を
代
物
弁
済

足
分
は
県
が
債
権
放

こ
と
に
な
る
。

吉
備
高
原
都
市
２

販
売
予
定
価
格
で
１５

岡
山
グ
リ
ー
ン
テ
ラ

６
億
円
の
評
価
し
か

県
の
債
権
放
棄
は
５４

で
膨
ら
む
見
込
み
。

有
す
る
こ
と
に
な
る

と
も
既
に
分
譲
済
み

点
在
し
て
い
る
こ
と

宅

地

以
外

の
活

用

一

く
、

売
れ
な
け
れ
ば

と
な
る
公
算
が
大
き

財

政

危
機

宣

言

は
、

住
宅
供
給
公
社

し
、

倉
敷
チ
ボ
リ
容

隣
接
地
の
駐
車
場
衣

評
価
額
下
落

債
務
超
過
に

吉備高原都市。後

リーンテラス
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の
資
金
調
達
が
困
難
に
な

っ

こ
と
も
あ
り
、

資
金
は
県
に

存
。

県
の
貸
付
金
は
７５
億
円

（０９
年
度
）
で
、

期
限
１
年
の

短
期
貸
し
付
け

（無
利
子
）
を

年
度

ご
と

に
繰
り
返
し

て
い

た
。公

社
の
清
算
は
、

未
分
譲

区
画
の
う
ち
、

オ
リ
ー

ブ
団

地
牛
窓
は
地
元
の
瀬
戸
内
市

に
約
１
億
１
千
万
円
、

し
ら

う
め
団
地
落
合
は
真
庭
市
に

約

１

億

９

千

万
円
で
売

却

し
、

売
却
益
で
未
払
い
金
な

ど
を
解
消
。

県
に
対
し
て
は
、

吉
備
高
原
都
市
２
団
地
、

岡

山
グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス
郡
の
計

３
団
地
を
代
物
弁
済
し
、

不

足
分
は
県
が
債
権
放
棄
す
る

こ
と
に
な
る
。

吉
備
高
原
都
市
２
団
地
は

販
売
予
定
価
格
で
１５
億
円
、

岡
山
グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス
郡
は

６
億
円
の
評
価
し
か
な
く
、

県
の
債
権
放
棄
は
５４
億
円
ま

で
膨
ら
む
見
込
み
。

県
が
所

有
す
る

こ
と
に
な
る
３
団
地

と
も
既
に
分
譲
済
み
区
画
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宅

地

以

外

の
活

用
は
難

し

く
、

売
れ
な
け
れ
ば
塩
漬
け

と
な
る
公
算
が
大
き
い
。

財

政

危

機

宣

言
中

の
県

は
、

住
宅
供
給
公
社
と
並
行

し
、

倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
跡
の

隣
接
地
の
駐
車
場
な
ど
を
保

存
づ
て
帰
尉
男
グ
村

々
ぼ
Ｌ

市
）
を
清
算
手
続
き
中
。

同

公
社
の
資
産
売
却
に
よ

っ
て

５０
億
円
程
度
を
ね
ん
出
し
、

債
権
放
棄
分
を
穴
埋
め
し
た

い
考
え
だ
。

し
か
し
、

巨
額
の
税
金
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

為
く
　
召
Ｅ
α
帰
毒
姿
土
オ

委
員
会
で
は
委
員
か
ら

「
バ

ブ
ル
崩
壊
の
時
点
で
公
社
の

在
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
か

っ
た
の
か
」

「
理
事
長

と
副
知
事
の
兼
務
が
経
営
責

任
を
見
え
に
く
く
し
た
」
な

ど
と
批
判
が
相
次
い
だ
。

住
宅
供
給
公
社
は
４７
都
道

府

県

と

１０

市

で
設
立

さ

れ

た
。

し
か
し
、

全
国
の
地
方

公
社
に
よ
る
販
売
戸
数
は
８８

年
度
の
約
１
万
２
千
戸
か
ら

０６
年
度
は
約
３
５
０
戸
に
激

減
。

経
営
難
に
陥

っ
た
り
、

撤
退
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い

で
い
る
。

全
国
住
宅
供
給
公
社
等
連

合
会

（東
京
）
な
ど
に
よ
る

と
、

０３
年
に
北
海
道
が
１
３

０
０
億
円
、

０４
年
に
千
葉
県

が
９
０
０
億
円
、

長
崎
県
が

３

０
０

億

円

の
負

債

を
抱

え
、

法
的
整
理
に
当
た
る
特

定
調
停
を
裁
判
所

へ
申
し
立

て
た
。

「
市
場
の
変
化
に
対

応
し
な
い
ま
ま
バ
ブ
ル
後
も

過
大
な
宅
地
開
発
を
進
め
、

負
債
が
膨
ら
ん
だ
」
と
、

千

菜
の
公
社
担
当
者
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、

公
社
が
自
主
解
散
で
き
る
よ

う
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
が

改

正
さ
れ

た

０５
年

以

降

で

は
、

０８
年
度
末
に
青
森
、

福

島
、

岩
手
、

富
山
県
が
解
散
。

福
島
は

「
民
間
の
宅
地
開
発

が
充
実
し
公
社

の
存
在
意
義

が
薄
れ
た
。

売
れ
残
り
宅
地

が
都
市
部
に
多
か

っ
た
こ
と

も
あ
り
、

県
負
担
は
発
生
し

な
か

っ
た
」
と
説
明
す
る
。

既
に
解
散
を
決
め
て
い
る

の
は
岡
山
、

香
川
県
な
ど
の

９
公
社
。

本
年
度
末
で
解
散

の
秋
田
県
も
約
５
億
円
の
債

務
超
過
に
陥

っ
て
お
り
、

県

が
３
億
５
千
万
円
を
債
権
放

棄
す
る
方
針
と
い
う
。

香
川

県
は
１０
年
度
中
の
解
散
を
目

指
し
て
い
る
。

同
連
合
会
は

「
解
散
を
検

討
し
て
い
る
自
治
体
は
ほ
か

に
も
複
数
あ
る
」
と
し
て
お

り
、

今
後
も
撤
退
が
加
速
し

そ
う
だ
。
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薄
れ
た
意
義

解
散
相
次
ぐ

議p輔く民間の力活用し売却を
'つ夕?,/フ、し(,フ

中村具平氏(喬鶴梨棄季

岡
Ｌ
環
力
２
Ｃ
０
２
年
に
惑

け
た

「
県
住
宅
供
給
公
社
の
在

り
方
等
検
討
委
員
会
」
で
委
員

長
を
務
め
た
中
村
良
平

・
岡
山

大
大
学
院
教
授

（地
域
公
共
政

策
）
に
聞
い
た
。

◇

　

◆

　

◇

―
公
社
の
経
営
破
た
ん
を
ど

う
み
る
か
。

民
間
開
発
が
未
成
熟
だ

っ
た

戦
後
の
住
宅
難

の
時
代
、

低
所

得

者
向

け

に
良

質

な
住
宅

を

提
供
し
て
き
た
公
社
の
功
績
は

大
き
い
。

し
か
し
民
間
が
成
熟

し
、

住
宅
市
場
が
頭
打
ち
に
な

る
中
、

本
来
の
役
割
を
終
え
て

い
た
。

バ
ブ

ル

経
済

期

は
土

地
さ
え
あ
れ
ば
売
れ
る
よ
う
な

状
況
だ

っ
た
が
、

公
社
は
県
や

市

町
村

の
要
請

に
よ

っ
て
利

便
性
の
よ
く
な
い
土
地
も
仕
入

れ
て
い
る
。

需
要
が
冷
え
込
め

ば
、

売
れ
な
く
な
る
の
は
当
然

だ
。―

債
務
超
過
に
な
る
ま
で
経

営
が
悪
化
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

吉
備
高
原
都
市
の
分
譲
が
進

ま
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

（福
祉
機
能
の
集
積
な
ど
の
）

同
都
市
の
構
想
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
が
、

宅
地
に
人
を
呼
び
込

芝
な
た
じ
α
産
業
集
樺
お
十
究

に
図
ら
れ
て
い
な
い
。

オ
リ
ー

ブ
団
地
牛
窓
、

し
ら
う
め
団
地

落
合
に
し
て
も
、

周
辺
の
土
地

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
の
に
宅

地
だ
け
が
先
行
し
た
。

―
公
社
を
指
導

・
監
管
し
て

き
た
県
の
責
任
は
。

公
社
の
理
事
長
は
副
知
事
、

幹
部
も
県
Ｏ
Ｂ
が
務
め
、

県
と

一
体
の
組
織
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
経
営
責
任
は
あ
い
ま

い
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ト

ッ
プ

に
民
間
人
を
登
用
し
、

思
い
切

っ
て
未
分
譲
地
を
処
分
す
る
な

ど
、

も

っ
と
大
胆
な
取
り
組
み

が
あ

っ
て
も
よ
か

っ
た
。

県
の

対
応
が
後
手
に
回

っ
た
面
は
否

定
で
き
な
い
。

―
県

へ
代
物
弁
済
さ
れ
る
未

分
譲
地
は
ど
う
活
用
す
る
べ
き

か
。民

間
の
力
を
活
用
し
て
売
却

す
る
し
か
な
い
が
、

完
売
は
難

し
い
だ
ろ
う
。

た
だ
吉
備
高
原

都
市
に
つ
い
て
は
、

県
が
構
想

を

つ
く

っ
て
住
民
を
呼
び
込
ん

だ
責
任
が
あ
る
。

住
民
が
何
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
話
し

合
い
、

最
低
限
の
投
資
は
す
る

べ
き
だ
。


